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アクセンチュアは、「変革のビジネスパートナー」として、顧客と共に変革を実現する世界最大級のコンサルティングファームです。
顧客のあるべき姿を描き、それを実現に導くため、経営コンサルティング、テクノロジー、アウトソーシングまで幅広いサービスを提供。

また、日本法人は、「日本の応援団」として、世界を代表する日本企業の創出を支援しています。

日本 グローバル・グループ

従業員数 約5,000人

創業( )

約28万1千人

拠点 東 本社、 、
、大拠、 都、

56カ国200都市以上

1953 (1989 )1989 (1995 )

※ 世界を代表するクライアント との中 期に るリレーション構築
フォーチュン グローバル500の3/4以上が顧客。
また、売上上位100顧客のうち、92社が10 以上、99社が
5 以上 を継続しており、中 期リレーションが 。

APAC
(アジア・太平洋地域)

Americas
( アメリカ大 地域)

EMEA
(欧州・中東・アフリカ地域)

【会社概要】世界最大級のグローバルファーム 【業績推移】売上は10 間で2.4倍に成

【事業Topics】 期リレーション構築と新規事業創出

国内のソニーグループのシステム 用を う 会社を2014 4月付
で 。ソニー子会社のソニーグローバルソリューション の社員を受け

れ。 ら3 を目 にアクセンチュアの 全子会社へ移 予定。

「2020 までに世界No.1のアパレル小売企業となり
売上高5兆円を目指す」という意欲的な目標を掲げる
ファーストリテイリング社（以下、FR社）。
アクセンチュアはこれまで10 以上に り、
その実現に向けたグローバル経営支援を継続。
FR社が世界でひとつとなって目標へ進むために必要な、

画 ら、 達・ 画、店 営、
人事、財務等、経営のあらゆる課題の解決をともに

っています。

【 リレーション事 】世界を代表する日本企業の創出支援

【 事 】クライアントと一体となった事業支援

ローソン社は、従来のマーケティングプロモーションが、当初の予測ほど
販売成果に反映されないという課題に直面。
アクセンチュアは、マーケティング投資を最適化し、店頭の棚割りおよび
発注を改善するため、ロイヤリティプログラムに登録された4000万人
の顧客 ら たデータの活用を支援。初 10億円の をあげ

間100億円以上の販売増加という目標達成をともに目指しています。

【 事 】ビッグデータマーケティング支援

※286億US＄≒約2兆9千億円
(2013 8月期)

アクセンチュア株式会社 会社概要

ファースト
リテイリング社

※展開ブランド
・ユニクロ
・GU(ジーユー)
・theory 等

ローソン社
※展開ブランド
・ローソン
・ﾅﾁｭﾗﾙﾛｰｿﾝ等

ソニー社
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アクセンチュアでは、多 な事業 域・プロジェクトをもとに、自身の能 ・希望に応じたキャリア実現が可能です。
キャリアは個人の意志・選択を尊重し、グローバルのナレッジ共有やトレーニングの受講をはじめ、希望ポジションへの挑戦も可能。

また、ライフイベント等に応じた な働き方も支援し、中 期的な就業を可能にする が整備されています。

【仕事内容】能 、希望に応じた なキャリア

【働き方】メリハリをつけた就業を支援 【 】法定以上の と な活用実績

※戦 コンサルタント：
CEOをはじめとする経営層に対する経営コンサルティング

※業務/ITコンサルタント：
経営層や現場責任者を含めた事業部門（営業、企画
財務、 、 、IT部門等）に対するコンサルティング

※ソリューションエンジニア：
コンサルティング部門と共に、事業/IT変革のコンサル
ティング ら開発拻 を い、変革実現を支援。

※アウトソーシングコンサルタント：
数 ら10数 に る 期 約のもと、業務改善 ら

用拻 まで い、変革の実現を支援。

【キャリア構築】自身でキャリアを選択・構築

※希望ポジションへの挑戦：キャリア マーケット プレイスの整備
社員の経 ・能 基準をグローバルで拇 。
全世界のオープンポジションへいつでも応募でき

意すれ 可能です。

※グローバルでのナレッジ共有：ナレッジ・エクスチェンジの活用
世界中の 、経 、ノウハウを整 の上データベース化しており
全社員がすぐにアクセスでき、情報源の社員にアプローチもできます。

※トレーニング：1人平均52時間/ の実施(2011 実績)
新 ・中 、 、拻 向け等の トレーニングを
国内外、オンライン、勉強会等の形式で実施。

※ な 業の ：
就業時間はセルフマネジメントが基本ですが、出退勤データは
システムで拻 されており、 な拑業が継続しないよう
増員や業務分担を実施。時期によって波はあるものの、
平準化することが奨励されています。

※ の ：
プロジェクト間の れ目等に、リフレッシュや自 さ の
ための、1~数 間 の休暇 を奨励。
有給休暇 は83%(2011 実績)
また、 は を推移。

※ の 業 ：
有給休暇(初 12日付与)をはじめ、介護休業(法定93
日間とあ て最 1 間まで 可能)、育児短時間勤
務(子供満12歳まで、5,6,7時間を選択)など、ライフイベント
に応じた多様な働き方を支援。

※豊富な活用実績：（2011 実績）
有給休暇 83%（ 発表データ平均48.1%）

の育児休暇 7.8%（ 発表データ2.63%）

アクセンチュア株式会社 キャリア・働き方について


